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～第 20回 日本認知症ケア学会大会での発表について～ 

ベネッセ シニア・介護研究所 

「外国人介護人材」と「リビングラボを通じた社会参画」をテーマとしたご報告 
 
 

株式会社ベネッセスタイルケアの社内シンクタンクであるベネッセ シニア・介護研究所は、5 月 25 日、

26 日に開催された第 20 回認知症ケア学会大会において、現在研究中の 2 つのテーマについてポスター

発表いたしました。 

 

発表の概要は以下の通りです。 

 

●日本で働く 外国人介護材に対する調査 

●有料老人ホームでの「リビングラボ」を通じた新商品開発と社会参画スキームの構築 

 

発表内容の詳細は次ページ以降をご確認ください。 

 

 

※上記以外にも、弊社ホームより 10件の発表を行っております。 

・まどか本八幡  「気持ちと感情を引き出すケア手法」 

・まどか茨木  「ご本人に寄りそうための回想法の活用」 

・まどか深大寺  「アルツハイマー型認知症の方の「 その方らしさ」を活かせる瞬間を引き出す」 

・グランダ調布  「誤入室が認知症ケアを見直すきっかけに」 

・グランダ鶴間・大和  「もう一度俳句をつくろう！」 

・リハビリホームグランダ山手・横浜  「High Quality Of Life（HQOL）を目指して！」 

・グランダ初台  「地域と連携した自立自発支援と QOL 向上の実現」 

・メディカル・リハビリホームグランダ山鼻  「家族と施設で叶える『その人らしさ』」 

・くらら門田屋敷  「グループホームにおける、認知症ケアを深める自発支援の検討」 

・ボンセジュール川口  「アルコール依存と抗不安薬依存からの脱却」 

 

https://www.benesse-style-care.co.jp/lab/


嬉
し
か
っ
峉

こ
と

困
っ
峉
・
嫌
峊
っ
峉
こ
と
と
要
望

日本द働く外国人介護人材प対घॊ調査
～定着पणऩऋॊサポート体制भ在ॉ方を探ॊ～

ベネッセスタイルケアك株ق 林 奈実

研究目的ध方法．ڮ

◆日本भ外国人介護人材受け入ोभ拡大
研究भ背景．ڭ

目的

結果．گ

在留資格 導入年 送出国 内容

特定活動
2008

崌ン崱ネシ崊岝
崽崋嵒崼ン岝
ベ崰崲ム峘3カ国

岣経済連携協定(EPA)峕基峏く外国人介護福祉士候補者岤峙岝
介護福祉士国家試験峕合格すれ峚岝何度峑も在留資格峘
更新岶可能岞

介護 2017
ベ崰崲ム岝中国岝
ネパ嵤嵓峔峓

介護専門学校嵣大学峑2年以上学び岝介護福祉士峼取得すれ
峚岝介護福祉士峒し峐就労可岞 在留資格峙何度峑も更新可岞

技能実習
2017

ベ崰崲ム岝中国岝
崽崋嵒崼ン峔峓
15カ国

技能峘移転峼目的峒し岝最長5年間岣実習生岤峒し峐就労可能岞
帰国後峙岝日本峑学峽峊技能峼活岵し峐活躍岞

特定技能
2019

ベ崰崲ム岝中国岝
崽崋嵒崼ン峔峓
9カ国

技能峒日本語峘試験峕合格すれ峚岝岣特定技能1号岤峒し峐最長
5年間就労可岞条件峼満峉せ峚技能実習生岝留学生岝EPA候
補者岵ら峘移行も可能岞

• 日本政府मؚ介護分野दभ外国人受入ो人数目標
َ॑１年目दڱ千人ؚڱ年目ऽदप最大ڲ万人ُ
ध設定

• 技能実習生受入ोदभコンプছイアンス違反やؚ
労働条件भ良い諸外国भ存在ुあॉؚ日本म敬遠
औोॊ傾向

FCWऋ日本भ介護現場द長く快適प
働くञीपमؚ受け入ो側पम何ऋ
必要ऊ॑明ैऊपघॊ؛

研究方法
日本द就労中भFCWप10ヶ所दヒখজンॢ॑行いؚ合計
22人भ協力॑得ञَ؛受ऐ入ो側पऔोथ嬉खऊढञ
ऒध／困ढञ・嫌टढञऒधُपणいथヒখজンॢखञ
結果ؚ॑⋇仕事ؚ⋈職員धभコগॽॣーションؚ⋉日本
語・日本語学習ؚ⋊人間関係ؚ⋋職場भ規則・待遇ؚ⋌日
本भ文化・考え方ؚ⋍日本दभ生活 भ7項目प分類खञ؛

倫理的配慮
FCWप学会発表पणいथ事前प説明खؚ
書面दヒখজンॢ結果公表भ了承॑得ञ؛

4. 考察ध今後भ展望

※2019/5/17 時点

※身分峕基峏く在留資格峼持っ峉人ق永住者岝日本人峘配偶者峔峓ك岝留学生ق資格外活動峒し峐
週28時間ま峑كも岝介護施設峑峘就労岶可能岞

外国人介護人材قForeign Care Worker:以下FCW)ऊै
選योॊञीभ環境整備・受入ो体制तくॉ॑घॊपमؚ
FCWभ視点ऊै見ञَ日本भ介護現場भ働ऌやघさ・
働ऌतैさُを把握घॊこधऋ不可欠

⋇FCWभ業務भ習得度प合ढञ仕事・役割を任चॊこध
• 成長प応गथ仕事भ幅ऋ広ऋॊऒधऋَؚ特別扱いऔोथいऩ

いَُ職場भ一員धखथ認ीैोञُधいう気持ठपणऩऋॉؚ
やॉऋいや自己効力感भ向上प寄与घॊध考えैोॊ

• َ困ढञ時मフォローघॊُऒध॑前提धखथؚFCWपदऌॊ
仕事मؚ日本人職員ध同गेうप任चॊऒधऋ大切दあॊ

⋈コミュニケーション方法पणいथ、双方प情報共有घॊこध
• FCW受入ो前प施設内दؚFCWधभコগॽॣーション時भ注意点

पणいथؚ上記भेうऩএイント॑共有खथउく
• FCWपुؚ日本独特धुいえॊコগॽॣーション方法やঐॼー

ऩनपणいथ事前प情報提供घॊऒधदؚजभेうऩ場面प遭遇
खञ際भ心構え॑खथुैう

َ嬉खऊढञऒधُधखथَ仕事ُधَ人間関係ُऋَؚ困ढञ・嫌टढञऒधُधखथَ日本語・日本語学習َُ職員धभコগॽॣー
ションُपणいथभ意見ऋ多く挙ऑैोञऒधऊैؚ以下भेうऩ取ॉ組ाऋ必要दあॊध考えैोॊ؛

◆出थऌञ意見॑ヒখজンॢओधप集約खञ結果ؚএイントधऩॊ意見ऋ合計73抽出औोञ؛
◆जोै॑上記भ7項目प分類खञ結果ؚ意見ऋ多ऊढञ項目मَ⋉日本語・日本語学習(20)َُ⋊人間関係(15)َُ⋇仕事(13)َُ⋈職員
धभコミュニケーション(12)ُदあढञقカッコ内मؚजोझोभ分類भ意見भ出現頻度॑表घ؛ك

◆जभうठَؚ嬉खऊढञこधُभ回答ऋ多ऊढञभमَ⋇仕事(8)ُधَ⋊人間関係(8)َُؚ困ढञ・嫌टढञこधُभ回答ऋ多ऊढञभम
َ⋉日本語・日本語学習(19)ُ َ⋈職員धभコミュニケーション(12)ُदあढञ؛

⋇仕事(8) ⋊人間関係(8)

⋉日本語・日本語学習(19) ⋈職員धभコミュニケーション(12)
⚫ 表現ऋ曖昧द、結局नうघोय
いいभऊ分ऊैऩい(3)

ك例ق ○○खथुैढथउくध
いいऊुखोऩいदघब؛

私मनうघोय…？

⇒َ○○खथ下औいَُ××खऩいद
下औいُऩनؚYes/Noऋमढऌॉ
分ऊॊ表現を使ढथほखい

⚫ 日本語ऋ不十分ऩऩऊ、言ढञこधを
そभまま受け取ैोथ誤解さोॊ(6)

⇒何年経ढथु日本語म難खい؛
َ言いञいこधमこोद合ढथいॊ？ُ
ध確認खथほखい

َA॑खथ下औいُध頼॒टैؚ
َ私मB॑खऽघُटढथ؛
やॉञくऩいढथऒध？生意気！

َB॑先पखञ方ऋ良い
ध思うُध伝えञऊढञ
टऐऩभप…

ك例ق

⚫ 間違い等を直接指摘さोङप、後द
上司や先輩経由द注意さोॊ(4)

ك例ق

ऩछؚ直接
注意खथくो
ऩऊढञ॒ट
ौう…

他भ職員ऊै聞ऌऽखञ
े！△△खऩऊढञजう
दघब！

⇒自分ऋ間違ढञऒध॑खथいॊभऊन
うऊु分ऊैऩいभदؚ思ढथいॊこध
や注意や指摘म本人प直接伝えथほखい

⚫ 困ढथいॊ時प、周ॉभ
職員ऋ助けथくोञ(1)

⚫ 職場भ一員धखथ
認めैोञध感गञ(6)

⚫自分म歓迎さो、受け入ो
ैोथいॊध感गञ(4)

⚫自分भ母国प興味を持ठ、
知ौうधखथोञ(2)

ك介護職種ق

كEPA候補者ق

ヒখজンॢ॑通गथ感गञभमَ自分द努力खथؚ日本भ介護ु日本語・日本文化ु学びؚ成長ख続ऐञいُधいうFCWभ強い意志दあॊ؛
खऊख双方ऋ気持ठेく働くञीपमؚFCWभ努力टऐप頼ॊभदमऩくؚ受ऐ入ो側ु日本語教育や日常भフォローप加えؚFCWऋ成長
॑実感दऌॊ環境やコগॽॣーション॑取ॉやघい環境॑整えॊؚधいढञ努力や工夫॑घॊऒधऋ重要दあॊ؛
ऒभेうऩ取ॉ組ामؚ風通खभ良い職場作ॉऩनपुणऩऋॉؚFCWटऐदऩくؚ日本人職員भ働ऌやघऔपु繋ऋॊमङदあॊ؛
今後मؚ本調査結果॑活ऊखञ弊社दभFCW受入ोधؚजभ効果検証॑行ढथいく؛

ك介護分野ق



有料老人嵃嵤ム峑峘岣嵒ビン崘嵑嵄岤を通峂峉
新商品開発峒社会参画スキ嵤ム峘構築

――入居者峕峒峍峐峘岣楽峁み岤岣生岷岶い岤へ――
原田文雄1)， 太田雄介2)，田中奈々恵2)，石田 稔3)，白倉重樹3)

1)(株)ベネッセス崧イ嵓崙ア ベネッセ シニア嵣介護研究所 2)(株)ベネッセス崧イ嵓崙ア 崘嵑ン崨初台 3)(株)山忠

目的
有料老人嵃嵤嵈ق一般的峔例ك

嵣岣嵒ビング嵑嵄※)岤峒いう企業峒ユ嵤崞峘共創型開発手法峼採用
嵣2018年9月岵峳12月峨峑計5回嵣峘べ37名峘入居者岶参加
كう峋半数程度峘方岶認知症峨峉峙MCIق
嵣靴下峘新商品企画峮試作品峕対峃峵意見交換峼行峍峉

安全峔空間峊岶、入居者峕峒峍峐
社会峒峘峎峔岶峴峙希薄峕峔峴岶峋

今回峘取峴組峩ق仮説ك

企業峒峘新商品開発岶入居者峘社会貢献
実感やQOL向上峕峎峔岶峵峘峑峙峔い岵

方法

※)一般的峕峙岣新技術峮崝嵤ビ崡峘開発峕峐岝ユ嵤崞峮市民岝企業峬参加峃峵共創活動岞峨峉峙そ峘活
動拠点岤峘岽峒峼言う岞生活空間قLivingك岶実験室قLabك峒いう峘岶嵒ビング嵑嵄峘基本的考え方
*岧倫理的配慮岨協力施設峕取峴組峩内容峘公表峕峎い峐了承峼得峉

結果

考察
嵣認知症峘方峑峬靴下峘試作品峕対峁峐意見峼出峃岽峒岶峑岷峉
嵣結果岝高齢者峘本質的峔ニ嵤崢峼捉え峉新商品ق履岷峮峃く峐岝
峎峨峄岷峕くい岥峙峎峊い峘靴下岦岶開発岿島峉ك
嵣自分峘意見岶商品峕反映岿島峵岽峒峑岣楽峁峩岤峮岣生岷岶い岤峕
峎峔岶峵岝新峉峔社会参画崡キ嵤嵈構築峘可能性岶認峫峳島峉

岣私峘意見峑作峍峐峬峳峍峉
峘峲岤峍峐言え峵峔峽峐嵣嵣嵣
岽峽峔岽峒普通峂峭あ峴え峔い

い峎峬部屋峑岾峷岾峷峁峐
い峵岽峒岶多い岶岝岽峘会峙
楽峁い峁岝来峉甲斐岶あ峵

意見峼言う岽峒峑岝
役峕立峐峵峘峙嬉峁い

嵣入居者岵峳峙回峼重峗峵峕峎島峐活発峔意見岶出峵峲う峕峔峍峉
岣ق深く前岵岶峩峕峔峍峐履く峘岶難峁い峘峑ك履岷峮峃い峬峘岶いい岤
岣峪く峩岶あ峵峘峑岝岷峎く締峫付け峔い峑ほ峁い岤岣薄く峐オ崟嵋レ峔峬峘岶ほ峁い岤
岣洗濯峑紛島峐峁峨う岵峬峁島峔い峘峑岝名前峼書け峵峲う峕峁峐ほ峁い岤…峔峓
嵣中峑峬T様80ق歳代嵣女性ك峙普段峙部屋峕岽峬峴岶峋峔方
峊峍峉岶毎回参加岿島峐ノ嵤ト峕嵉嵊峨峑取峳島峐い峉
嵣取峴組峩峼通峂峐入居者岵峳峙下記峘峲う峔声岶聞岵島峉

社会
嵃嵤嵈

社会
嵃嵤嵈


